
(57)【要約】

【課題】低コストで防水性もあり、さらには放熱効果の

高い筐体の放熱構造を提供する。

【解決手段】合成樹脂製の筐体壁２に、筐体１内外を連

通する貫通孔５を形成するとともに、熱伝導性を有する

溶射材料１０を用いて筐体壁２の外側から溶射を行い、

貫通孔５と筐体壁２の外面６とに溶射被膜１１による放

熱部３を形成する。貫通孔５は充満状態にする。尚、溶

射被膜１１を堆積させて放熱フィン１３を形成してもよ

い。また、放熱部３に接触する熱伝導部材１４を筐体壁

２の内面８に設けてもよい。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
合 成 樹 脂 製 の 筐 体 壁 に 、 筐 体 内 外 を 連 通 す る 貫 通 孔 及 び ／ 又 は ス リ ッ ト を 形 成 す る と と も
に 、 熱 伝 導 性 を 有 す る 溶 射 材 料 を 用 い て 前 記 筐 体 壁 の 外 側 か ら 溶 射 を 行 い 、 前 記 貫 通 孔 及
び ／ 又 は ス リ ッ ト と 前 記 筐 体 壁 の 外 面 と に 溶 射 被 膜 に よ る 放 熱 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と
す る 筐 体 の 放 熱 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 筐 体 の 放 熱 構 造 に お い て 、
前 記 溶 射 被 膜 を 前 記 貫 通 孔 及 び ／ 又 は ス リ ッ ト に 充 満 さ せ て 、 前 記 放 熱 部 を 前 記 筐 体 壁 に
対 し 水 密 に し た こ と を 特 徴 と す る 筐 体 の 放 熱 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 筐 体 の 放 熱 構 造 に お い て 、
前 記 溶 射 被 膜 を 堆 積 さ せ て 前 記 放 熱 部 に 放 熱 フ ィ ン を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 筐 体 の 放
熱 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ い ず れ か 記 載 の 筐 体 の 放 熱 構 造 に お い て 、
前 記 筐 体 壁 の 内 面 に 前 記 放 熱 部 に 接 触 す る 熱 伝 導 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 筐 体 の 放
熱 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 　 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 筐 体 内 に 発 生 し た 熱 を 筐 体 外 に 放 出 す る た め の 筐 体 の 放 熱 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 　 】
【 従 来 の 技 術 】
発 熱 部 品 を 収 納 し た 筐 体 内 に 生 じ る 熱 を 筐 体 外 に 放 出 す る た め に 、 例 え ば 放 熱 フ ィ ン を 有
す る 放 熱 板 を 発 熱 部 品 に 接 触 さ せ て 、 そ の 放 熱 板 の 放 熱 フ ィ ン を 筐 体 外 へ 露 出 さ せ る よ う
な 放 熱 構 造 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 ま た 、 放 熱 用 の フ ァ ン を 設 け た 筐
体 （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ 参 照 ） や 、 高 熱 伝 導 性 絶 縁 体 を 用 い た 筐 体 （ 例 え ば 特 許 文 献 ３ 参 照
） な ど も 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 　 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ２ ５ ３ ３ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ７ ０ １ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ０ ８ １ ７ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 　 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 放 熱 フ ィ ン を 有 す る 放 熱 板 を 用 い る 場 合 に は 、 ア ル ミ 等 の 材 料 を 切 削 加 工 し て
放 熱 ス ペ ッ ク に 合 う 放 熱 板 を 製 造 し な け れ ば な ら ず 、 そ の 結 果 、 製 造 コ ス ト に 影 響 を 来 し
て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。 ま た 、 放 熱 板 は 既 製 品 が 多 く 、 こ れ を 購 入 し た 場 合 に は
、 取 り 付 け 相 手 先 の 形 状 に 合 わ せ て 切 削 加 工 を し な け れ ば な ら ず 、 無 駄 な 部 分 が 発 生 し て
し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。 さ ら に 、 放 熱 板 と 発 熱 部 品 と の 固 定 構 造 （ 又 は 接 着 剤 ） や
、 放 熱 板 と 筐 体 と の 防 水 構 造 を 別 途 設 け な け れ ば な ら な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 　 】
そ の 他 、 放 熱 用 の フ ァ ン を 設 け る 場 合 に は 、 筐 体 に 防 水 性 を 持 た せ る こ と が で き な い と い
う 問 題 点 が あ っ た 。 ま た 、 高 熱 伝 導 性 絶 縁 体 を 用 い た 筐 体 の 場 合 に は 、 成 形 性 が 悪 く な る
と い う 問 題 点 や 、 製 造 コ ス ト に 影 響 を 来 し て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 　 】
尚 、 筐 体 自 体 を 金 属 製 に し て 放 熱 性 を 高 め る こ と も 考 え ら れ る が 、 合 成 樹 脂 製 の 筐 体 に 比
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べ て 当 然 重 く な り 、 内 外 の 絶 縁 対 策 も 必 要 と い う 問 題 点 が あ る 。 ま た 、 メ ッ キ や 塗 装 に よ
っ て 筐 体 に 放 熱 層 を 形 成 す る こ と も 考 え ら れ る が 、 放 熱 層 の 剥 が れ 対 策 が 必 要 で あ る と い
う 問 題 点 が あ る （ 放 熱 層 が 導 電 性 を 有 す る 場 合 に は 短 絡 の 発 生 が 懸 念 さ れ る ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 　 】
本 発 明 は 、 上 述 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ る も の で 、 低 コ ス ト で 防 水 性 も あ り 、 さ ら に は 放
熱 効 果 の 高 い 筐 体 の 放 熱 構 造 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 　 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め な さ れ た 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 の 筐 体 の 放 熱 構 造 は 、 合 成 樹 脂 製
の 筐 体 壁 に 、 筐 体 内 外 を 連 通 す る 貫 通 孔 及 び ／ 又 は ス リ ッ ト を 形 成 す る と と も に 、 熱 伝 導
性 を 有 す る 溶 射 材 料 を 用 い て 前 記 筐 体 壁 の 外 側 か ら 溶 射 を 行 い 、 前 記 貫 通 孔 及 び ／ 又 は ス
リ ッ ト と 前 記 筐 体 壁 の 外 面 と に 溶 射 被 膜 に よ る 放 熱 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 　 】
請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 の 筐 体 の 放 熱 構 造 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 筐 体 の 放 熱 構 造 に お い て 、
前 記 溶 射 被 膜 を 前 記 貫 通 孔 及 び ／ 又 は ス リ ッ ト に 充 満 さ せ て 、 前 記 放 熱 部 を 前 記 筐 体 壁 に
対 し 水 密 に し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 　 】
請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 の 筐 体 の 放 熱 構 造 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 筐 体 の 放 熱 構
造 に お い て 、 前 記 溶 射 被 膜 を 堆 積 さ せ て 前 記 放 熱 部 に 放 熱 フ ィ ン を 形 成 し た こ と を 特 徴 と
し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 　 】
請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 の 筐 体 の 放 熱 構 造 は 、 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ い ず れ か 記 載 の 筐 体
の 放 熱 構 造 に お い て 、 前 記 筐 体 壁 の 内 面 に 前 記 放 熱 部 に 接 触 す る 熱 伝 導 部 材 を 設 け た こ と
を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 　 】
請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 筐 体 の 合 成 樹 脂 製 の 筐 体 壁 に 放 熱 部 が 形 成 さ れ る
。 そ の 放 熱 部 は 、 筐 体 内 に 生 じ る 熱 を 筐 体 外 に 放 出 す る た め 部 分 で あ っ て 、 溶 射 被 膜 に よ
り 形 成 さ れ る 。 溶 射 被 膜 は 、 熱 伝 導 性 を 有 す る 溶 射 材 料 を 溶 射 す る こ と に よ り 得 ら れ 、 こ
の よ う な 溶 射 被 膜 に よ る 放 熱 部 は 、 筐 体 壁 の 貫 通 孔 及 び ／ 又 は ス リ ッ ト と 、 筐 体 壁 の 外 面
と に 形 成 さ れ る 。 放 熱 部 は 、 筐 体 の 内 外 に 跨 っ て 形 成 さ れ る こ と か ら 、 放 熱 効 果 が 十 分 に
得 ら れ 、 そ の 形 成 は 容 易 で あ る 。 ま た 、 放 熱 部 は 、 溶 射 被 膜 が 筐 体 壁 を 溶 融 し て 密 着 す る
こ と か ら 、 防 水 性 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 　 】
請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 筐 体 壁 の 貫 通 孔 及 び ／ 又 は ス リ ッ ト が 溶 射 被 膜 で
充 満 さ れ た 上 で 放 熱 部 が 形 成 さ れ る 。 溶 射 被 膜 は 、 貫 通 孔 及 び ／ 又 は ス リ ッ ト を 溶 融 し て
水 密 に 密 着 す る 。 従 っ て 、 防 水 性 が 一 層 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 　 】
請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 放 熱 部 に 放 熱 フ ィ ン が 形 成 さ れ る 。 そ の 放 熱 フ ィ
ン は 、 溶 射 被 膜 を 堆 積 さ せ て 形 成 さ れ る 。 溶 射 被 膜 を 堆 積 さ せ る こ と か ら 、 放 熱 効 率 の よ
い 形 状 と な る 放 熱 フ ィ ン を 形 成 す る こ と が 可 能 に な る 。 放 熱 フ ィ ン に よ り 放 熱 効 果 が 一 層
高 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 　 】
請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 筐 体 壁 の 内 面 に 熱 伝 導 部 材 が 設 け ら れ 、 そ の 熱 伝
導 部 材 と 放 熱 部 と が 接 触 す る 。 こ れ に よ り 、 筐 体 内 に 生 じ る 熱 が よ り 効 率 よ く 筐 体 外 に 放
出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 　 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 の 筐 体 の 放 熱 構 造 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ は 図 １ の
放 熱 構 造 を 有 す る 筐 体 の 斜 視 図 、 図 ３ は 筐 体 壁 の 断 面 図 、 図 ４ は 放 熱 部 の 形 成 に つ い て の
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説 明 図 、 図 ５ は 放 熱 部 に 放 熱 フ ィ ン を 形 成 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 、 図 ６ は 放 熱 部 に 接 触 す
る 熱 伝 導 部 材 を 筐 体 壁 の 内 面 に 設 け た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 　 】
図 １ 及 び 図 ２ に お い て 、 筐 体 １ を 構 成 す る 少 な く と も 一 つ の 筐 体 壁 ２ に は 、 本 発 明 に 係 る
放 熱 部 ３ が 形 成 さ れ て い る 。 そ の 放 熱 部 ３ は 、 筐 体 １ の 内 部 に 生 じ る 熱 を 筐 体 １ の 外 部 へ
放 出 す る た め 部 分 で あ っ て 、 溶 射 被 膜 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 先 ず 、 各 構 成 に つ い て 説 明
す る 。 そ し て 、 そ の 後 に 放 熱 部 ３ の 形 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 　 】
筐 体 １ は 、 特 に 限 定 す る も の で は な い が 、 車 両 に 搭 載 さ れ る 電 気 接 続 箱 の ケ ー シ ン グ が 一
例 に 挙 げ ら れ る 。 そ の 一 例 に 挙 げ ら れ た 本 形 態 の 筐 体 １ は 、 防 水 性 を 必 要 と す る も の （ こ
れ に 限 定 す る も の で は な い ） で あ り 、 図 示 し な い 蓋 部 材 と 対 に な っ て 上 記 ケ ー シ ン グ を 構
成 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 筐 体 １ は 、 合 成 樹 脂 材 の 射 出 成 形 に よ り 形 成 さ れ て お り 、
上 記 筐 体 壁 ２ と 複 数 の 筐 体 壁 ４ と を 有 し て い る 。 こ の よ う な 筐 体 １ の 内 部 に は 、 図 示 し な
い ユ ニ ッ ト 本 体 が 収 納 さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ の ユ ニ ッ ト 本 体 は 、 例 え ば 半 導 体 な ど
の 発 熱 部 品 を 複 数 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 　 】
上 記 合 成 樹 脂 材 と し て は 、 Ｐ Ｅ 、 Ｐ Ｐ 、 Ａ Ｂ Ｓ 、 Ｐ Ｅ Ｔ な ど の 一 般 樹 脂 材 と 、 Ｐ Ｂ Ｔ 、 Ｐ
Ａ 、 Ｐ Ｃ 、 Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ 、 Ｐ Ｏ Ｍ な ど の 耐 熱 性 樹 脂 材 が 挙 げ ら れ る も の と す る 。 ま た 、 タ ル ク
、 ガ ラ ス 繊 維 、 ガ ラ ス ビ ー ズ 等 の フ ィ ラ ー を 充 填 し た 合 成 樹 脂 材 が 挙 げ ら れ る も の と す る
。
【 ０ ０ ２ ０ 　 】
筐 体 壁 ２ は 、 そ の 内 外 が 平 坦 な 面 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 筐 体 壁 ２ に は 、 図
３ に 示 さ れ る よ う な 複 数 の 貫 通 孔 ５ が 形 成 さ れ て い る 。 貫 通 孔 ５ は 、 筐 体 １ の 内 外 を 連 通
す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 貫 通 孔 ５ の 数 は 、 放 熱 ス ペ ッ ク に 合 わ せ て 設 定 さ れ て い る 。
尚 、 本 形 態 に お い て は 、 図 示 の よ う な 貫 通 孔 ５ を 複 数 形 成 し て い る が 、 そ の 貫 通 孔 ５ に 替
え て ス リ ッ ト を 形 成 し て も よ い も の と す る 。 ま た 、 貫 通 孔 ５ と 上 記 ス リ ッ ト と の 併 用 で あ
っ て も よ い も の と す る 。 貫 通 孔 ５ の 直 径 は 、 電 気 接 続 箱 の ケ ー シ ン グ の 場 合 、 １ ｍ ｍ ～ １
０ ｍ ｍ が 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 　 】
放 熱 部 ３ は 、 筐 体 壁 ２ の 貫 通 孔 ５ と 、 筐 体 壁 ２ の 外 面 ６ と に 跨 っ て 形 成 さ れ て い る 。 す な
わ ち 、 放 熱 部 ３ は 、 筐 体 １ の 内 外 に 跨 っ て 形 成 さ れ て い る 。 放 熱 部 ３ と 筐 体 壁 ２ と の 境 界
部 分 は 、 後 述 す る が 、 筐 体 壁 ２ の 境 界 面 が 若 干 溶 融 す る こ と に よ り 密 着 状 態 且 つ 水 密 状 態
と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 　 】
放 熱 部 ３ に 関 し 引 用 符 号 ７ は 、 複 数 の 貫 通 孔 ５ を 介 し て 筐 体 壁 ２ の 内 面 ８ に 露 出 し た 内 部
露 出 部 分 を 示 し て い る 。 ま た 、 引 用 符 号 ９ は 、 筐 体 壁 ２ の 外 面 ６ に 露 出 し た 外 部 露 出 部 分
を 示 し て い る 。 そ の 外 部 露 出 部 分 ９ は 、 放 熱 ス ペ ッ ク に 合 う よ う な 表 面 積 を 有 す る 大 き さ
に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 　 】
放 熱 部 ３ は 、 筐 体 １ の 内 部 に 発 生 し た 熱 を 内 部 露 出 部 分 ７ か ら 外 部 露 出 部 分 ９ へ 伝 え て 筐
体 １ の 外 部 へ 放 出 （ 放 熱 ） す る よ う な 放 熱 板 と し て の 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 　 】
以 上 の よ う な 放 熱 部 ３ は 、 次 の よ う に 形 成 さ れ て い る 。 図 １ な い し 図 ４ に お い て 、 放 熱 部
３ は 、 熱 伝 導 性 を 有 す る 溶 射 材 料 １ ０ を 用 い て 、 筐 体 壁 ２ の 外 側 か ら 溶 射 を 行 い 、 貫 通 孔
５ と 筐 体 壁 ２ の 外 面 ６ と に 溶 射 被 膜 １ １ を 堆 積 さ せ て 形 成 さ れ て い る 。 溶 射 被 膜 １ １ は 、
上 記 溶 射 に よ っ て 溶 融 金 属 粒 １ ２ が 生 成 さ れ 、 そ の 溶 融 金 属 粒 １ ２ の 吹 き つ け に よ っ て 形
成 さ れ て い る 。 貫 通 孔 ５ は 、 溶 射 被 膜 １ １ の 堆 積 に よ っ て 充 満 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 　 】
筐 体 壁 ２ に お い て 、 溶 融 金 属 粒 １ ２ が 吹 き 付 け ら れ た 部 分 は 、 溶 融 金 属 粒 １ ２ の 熱 に よ っ
て 若 干 溶 融 状 態 と な る 。 尚 、 溶 融 状 態 と な る こ と に よ り 、 筐 体 壁 ２ と 放 熱 部 ３ と の 境 界 部
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分 は 密 着 し 、 放 熱 部 ３ が 筐 体 壁 ２ か ら 剥 が れ 落 ち る よ う な こ と は な い 。 放 熱 部 ３ は 、 筐 体
壁 ２ に 確 実 に 固 着 さ れ る こ と に な る 。 ま た 、 境 界 部 分 は 、 水 密 と な り 防 水 性 が 確 保 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ６ 　 】
放 熱 部 ３ は 、 上 述 の 如 く そ の 形 成 が 容 易 で あ り 、 ま た 防 水 性 の 確 保 も で き 、 さ ら に は 十 分
な 放 熱 効 果 も 得 ら れ る 。 そ し て 、 溶 融 金 属 粒 １ ２ の 粒 径 に よ っ て は 、 放 熱 部 ３ の 表 面 に 数
多 く の 凹 凸 を 発 生 さ せ 、 表 面 積 を 稼 ぐ こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 　 】
そ の 他 、 放 熱 部 ３ は 、 筐 体 壁 ２ に 対 し て 直 接 形 成 さ れ る こ と か ら 、 固 定 用 の 部 品 が 不 要 に
な る 。 ま た 、 従 来 の よ う な 切 削 加 工 が 不 要 で あ る こ と か ら 、 無 駄 な 部 分 が 発 生 し な く な る
。
【 ０ ０ ２ ８ 　 】
上 記 溶 射 の 方 法 と し て 特 に 限 定 す る も の で は な い が 、 ガ ス 式 溶 射 （ 燃 焼 ガ ス 炎 ） 、 電 気 式
溶 射 、 コ ー ル ド ス プ レ ー （ 非 燃 焼 ） な ど が 挙 げ ら れ る も の と す る 。 溶 融 金 属 粒 が 生 成 さ れ
、 そ の 溶 融 金 属 粒 の 吹 き つ け に よ っ て 溶 射 被 膜 が 形 成 さ れ れ ば よ い も の と す る 。 上 記 ガ ス
式 溶 射 に は フ レ ー ム 溶 射 な ど が あ る 。 ま た 、 上 記 電 気 式 溶 射 に は ア ー ク 溶 射 や プ ラ ズ マ 溶
射 な ど が あ る 。 上 記 溶 射 材 料 １ ０ と し て は 、 Ｓ ｎ 、 Ｎ ｉ 、 Ｃ ｕ 等 の 金 属 、 こ れ ら の 合 金 、
セ ラ ミ ッ ク ス （ Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ 等 ） な ど が 挙 げ ら れ る 。 尚 、 溶 射 は 、 一 般 的 な 方 法
が 用 い ら れ る が 、 基 材 の 樹 脂 へ の 熱 影 響 を 軽 減 す る た め に は コ ー ル ド ス プ レ ー 法 が 好 適 で
あ る 。 コ ー ル ド ス プ レ ー 法 は 、 基 材 が 樹 脂 で 熱 影 響 が 懸 念 さ れ る 際 に 特 に 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 　 】
次 に 、 上 記 放 熱 部 ３ の 変 形 例 を 説 明 す る 。 図 ５ に お い て 、 筐 体 壁 ２ に は 、 放 熱 部 ３ ′ が 形
成 さ れ て い る 。 そ の 放 熱 部 ３ ′ は 、 複 数 の 放 熱 フ ィ ン １ ３ を 有 し て い る 点 が 上 記 放 熱 部 ３
と 異 な っ て い る 。 放 熱 フ ィ ン １ ３ は 、 溶 射 被 膜 を 堆 積 さ せ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 　 】
放 熱 フ ィ ン １ ３ は 、 例 え ば 溶 融 金 属 粒 の 粒 径 、 す な わ ち 装 置 の ノ ズ ル 径 を 変 更 す る こ と に
よ り 容 易 に 任 意 の 形 状 に 形 成 す る こ と が で き る も の で あ り 、 上 記 放 熱 部 ３ と 比 べ て 放 熱 効
果 を 一 層 高 め る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 　 】
図 ６ に お い て 、 筐 体 壁 ２ の 内 面 ８ に は 、 そ の 内 面 ８ に 密 着 す る よ う な 熱 伝 導 部 材 １ ４ が 設
け ら れ て い る 。 ま た 、 筐 体 壁 ２ に は 、 放 熱 部 ３ が 形 成 さ れ て い る （ 放 熱 フ ィ ン １ ３ を 形 成
し て 放 熱 部 ３ ′ と し て も よ い ） 。 そ の 放 熱 部 ３ は 、 熱 伝 導 部 材 １ ４ に も 接 合 さ れ て い る 。
熱 伝 導 部 材 １ ４ は 、 例 え ば 熱 伝 導 性 を 有 す る 金 属 板 で あ っ て 、 発 熱 部 品 １ ５ を 接 触 さ せ る
こ と が 、 若 し く は 固 定 す る こ と が で き る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 筐 体 内 に 生 じ る 熱 は 、 よ
り 効 率 よ く 筐 体 外 に 放 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 　 】
そ の 他 、 本 発 明 は 本 発 明 の 主 旨 を 変 え な い 範 囲 で 種 々 変 更 実 施 可 能 な こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 　 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 低 コ ス ト で 防 水 性 も あ り 、
さ ら に は 放 熱 効 果 の 高 い 筐 体 の 放 熱 構 造 を 提 供 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 　 】
請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 放 熱 部 の 防 水 性 を 一 層 高 め る こ と が で き る と い う
効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 　 】
請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 放 熱 効 果 を 一 層 高 め る こ と が で き る と い う 効 果 を
奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 　 】
請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た 本 発 明 に よ れ ば 、 筐 体 内 に 生 じ る 熱 を よ り 効 率 よ く 筐 体 外 に 放 出 す
る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 筐 体 の 放 熱 構 造 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 放 熱 構 造 を 有 す る 筐 体 の 斜 視 図 （ 円 内 は 要 部 拡 大 図 ） で あ る 。
【 図 ３ 】 筐 体 壁 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 放 熱 部 の 形 成 に つ い て の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 放 熱 部 に 放 熱 フ ィ ン を 形 成 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 放 熱 部 に 接 触 す る 熱 伝 導 部 材 を 筐 体 壁 の 内 面 に 設 け た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 筐 体
２ 　 筐 体 壁
３ 、 ３ ′ 　 放 熱 部
４ 　 筐 体 壁
５ 　 貫 通 孔
６ 　 外 面
７ 　 内 部 露 出 部 分
８ 　 内 面
９ 　 外 部 露 出 部 分
１ ０ 　 溶 射 材 料
１ １ 　 溶 射 被 膜
１ ２ 　 溶 融 金 属 粒
１ ３ 　 放 熱 フ ィ ン
１ ４ 　 熱 伝 導 部 材
１ ５ 　 発 熱 部 品
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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